
社会科　第３学年　　本時の指導計画例
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「これからの人権保障」
	[bookmark: _GoBack]環境権や自己決定権など「新しい人権」が認められてきた理由について理解する。
	　（　１　/　５　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　「NHK for school」の「新しい人権」についての動画を視聴する。

２　どのような人権が「新しい人権」として認められてきたの
か整理する。
	・どのような人権が保障されているのかワークシート
にメモさせながら動画を視聴させる。

・「新しい人権」として見つけた物を発表させる。
	
	②NHK for schoolの「新しい　人権」についての動画を視聴して新しい人権にどのようなものがあるのか理解させる。

	展
開
	３　自己決定権としての尊厳死を認める法律を定めることにつ
いて，賛成・反対の立場を決めて,個人の意見をワークシ
ートにまとめる。

４　班の意見をJamboardにまとめながら整理し､全体で発表す
る。


	・教科書P.63「公民にアクセス」を活用して，自分の考えをうまく整理できない生徒に対してアドバイスをする。

・Jamboardは班ごとに分ける。
・発表の場面では生徒の編集権限を停止して，TVな
どの大型モニターに映し出しながら発表させる。
	【思】自己決定権としての尊厳死を認める法律を定めることにつ
いて，賛成・反対の立場を決めて,個人の意見を表現している。[ワークシート・話し合い・発表]
〈指導に生かす評価〉
	②各班の意見をJamboardにまとめさせる。（１人１台端末の活用）

③各班から出た意見をクラス全体に伝えさせる。

	ま
と
め
	５　新しい人権を認める法律を定めることに賛成か反対か，話し合いを通して考えたことをワークシートにまとめる。


	・時間があれば２～３人発表させる。
	【態】社会の変化に伴って新しい人権が認められてきた理由を，粘り強く考察する。[ワークシート]
〈指導に生かす評価〉
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

